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《 業 種 別 総 括 》 

                           25 年 12 月 

 

〔漁業〕 

・ 12月の総水揚げは、漁獲量・漁獲金額ともに前年を上回った。たこ、うに、たら、毛

がに漁等で前年比増加した。 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 新ひだか町(三石）生産の「ロードカナロア」号が、第15回香港スプリント(ＧⅠ）に

 て、後続に5馬身の差をつけて圧勝した。このレースを最後に、現役を引退し種牡馬と

 なることが決まっている。 

・ 新ひだか町みついし農協の花卉ブランド「みついし花だより」の共選出荷が15日で

 終了した。三石本桐の花卉集出荷施設での共選出荷は道内を始め、関東や関西方面の 

 市場におくられた。シーズンを通して比較的価格は高値で安定していた。 

〔建設業〕 

・ 町発注工事（新ひだか～広尾地区）の月中発注額は 39 百万円で、前年を下回った。 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中総請負金額 (北海道建設業信用保証㈱

の保証請負金額)は 523 百万円で前年を下回るも、4月-12月の累計で上回った。 

・ 月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 7 件で、前年を上回った。 

〔卸・小売業〕 

・ 浦河町では25日に、大通地区の活性化を目指すイベント「浦河わくわく広場」がショ

ッピングセンターＭＩＯで開催された。コンサートや、巨大段ボール迷路など、クリ

スマスのイベントが盛りだくさん。クリスマスチキンや、ホットチョコレートが、ど

ちらも限定100個販売され親子連れで賑わった。 

・ 灯油とガソリンの小売価格が上昇しており、消費者の節約志向も強まっている。 

・ 新車月間登録台数(新冠～えりも地区)は 128台。前年同月比 21台増加した。 

〔観光〕 

・ 「第44回広尾毛がにまつり」が、8日に開催された。直径2メートルの大釜でゆでた毛

がにに行列ができ、冬の味覚を買い求める人で賑わった。用意した毛がには午前中に

売り切れる人気ぶりだった。 

・ 広尾サンタランドから送られるクリスマスカード「サンタメール」の発送作業が16日

から始まり、絵本作家 永田萌さんが書き下ろしたイラストなどを「愛が詰まった贈り

もの」としてクリスマス期間（12月20～25日）に届けられた。 

〔雇用〕 

・ 浦河地区と全道の月間有効求人倍率は、前年の倍率を上回った。 

〔総括〕 

漁業は、漁獲高・漁獲金額ともに前年を上回った。たこ、たら、毛がに漁等で増加し

た。軽種馬生産業は、閑散期ではあるが、地元生産馬がJRAの年度代表馬に選ばれると

いう良い知らせがあった。建設業は、管内の公共工事の月中請負金額（北海道建設業

信用保証㈱の保証請負金額）は前年を下回ったが、累計では同比上回っており、業者

間の格差見られるものの、手堅く推移している。地区内の経済状況は、消費者の節約

志向は続いているものの、歳末を迎え購買意欲の活性化が見られた。また一部地域で

は「地域振興券」発売による効果も見ら、横ばい圏内のなかで僅かに持ち直しの動き

が見られた。 
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＊〔沿岸漁業〕たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､毛がに漁等。 

    総漁獲量4,279ｔ・金額1,339百万円(前年同月比 791ｔ増･ 83百万円増)。 

 
底曳網漁…………  1,484ｔ・ 122百万円 (前年同月比  135ｔ減・     増減なし) 
かれい漁…………    298ｔ・ 185百万円 (  同       52ｔ減・   60百万円減) 

たこ漁……………    191ｔ・ 112百万円 (  同       25ｔ増・   21百万円増) 

つぶ漁……………    133ｔ・ 106百万円 (  同      7ｔ減・   11百万円増) 

うに漁……………     16ｔ・  40百万円 (  同       11ｔ増・   29百万円増) 

ほっき漁…………     67ｔ・  17百万円 (  同        4ｔ減・    3百万円減) 

いか漁……………     68ｔ・  16百万円 (  同       13ｔ増・     増減なし) 

たら漁……………   1663ｔ・ 151百万円 (  同     1064ｔ増・   74百万円増) 

ほっけ漁…………     10ｔ・   4百万円 (  同        4ｔ増・    1百万円増) 

はたはた漁………      3ｔ・   2百万円 (  同      113ｔ減・   35百万円減) 

毛がに漁…………    186ｔ・ 364百万円 (  同       57ｔ増・  123百万円増) 

昆布………………    120ｔ・ 202百万円 (  同       73ｔ減・   78百万円減) 

その他……………     40ｔ・  18百万円 (  同        1ｔ増・     増減なし) 

   

・ 12 月の水揚げは、たこ漁・うに漁・たら漁・毛がに漁等が、数量、金額ともに増加し、前年

を上回った。一方、底曳網漁、かれい漁・はたはた漁・昆布等は減少し前年を下回った。 

・  日高振興局は、今年の管内主要魚種の年間生産高（見込み）を発表した。総漁

獲量は前年対比 2.6％減の 3万 9千㌧、金額は同 4％減の約 148億円となる見通し。

サケは前年を上回ったものの、過去 5年間の平均には届かなかった。コンブは 2

年周期の不漁年に当たり、えりも岬周辺など一部の地区を除き、厳しい操業と

なった。ただしコンブの生産高は出荷ベースのため前年産も含まれており同比

増加となっている。そのほか主な魚種では、たこ、いか  が振るわなかった。  

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています）
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＊〔軽種馬生産業〕 

・ 26年度のサラブレッドの競り市「北海道市場」の開催日程は、5月 13日に 2歳馬のト

レーニングセールで開幕し、10月 6日～8日のオータムセールまで 4セール 9日間の

開催となる。毎年札幌競馬場で開催しているトレーニングセールは同競馬場の改修工

事のため、今年に限り会場は函館競馬場を使用する。オータムセールの当歳馬セール

は廃止する。 

＊〔農 業〕 

・ 新ひだか町みついし農協の花卉ブランド「みついし花だより」の年間生産額は、1 月

末までの生産農家ごとの個別出荷を加えると、6億 2千～2500万円を見込んでいる。 

・ 農林水産省北海道農政事務所は、平成 25年生産米の道内市町村別収穫量をまとめた。 

 日高管内は作付のないえりも町を除く６町で 7810㌧（前年 8290 ㌧）、作付面積は 1550

㌶（同 164 ㌶）で比較的天気にめぐまれ、10 ㌃当たりの平均収穫量は 504 ㌔だった。

収穫量は多い順に、①平取町 3060㌧（前年 3270㌧）、②日高町 1930㌧（1960㌧）、

③新ひだか町 1500㌧（1650㌧）、④新冠町 922㌧（974㌧）、⑤浦河町 291㌧（328

㌧）、⑥様似町 111㌧（118㌧）の順となった。 

＊〔畜産業〕 

・ 黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数 309 頭（前年 321 頭） 金額 25,172 万円(同 25,361

万円)。価格は、仔牛が 55 万円(前年 42 万円)、肥育牛は 90 万円(同 90 万円)となっ

た。えりも地区は 10ヶ月素牛が出荷頭数 75頭(同 78頭） 金額は 3,877万円（同 3,132

万円）。価格は牡が 55 万円(同 45 万円) 牝は 47 万円(同 36 万円)であった。 

 
 
 
 
＊〔公共工事〕 

・ 町発注（新ひだか～広尾地区）工事は、件数 9件、金額 39百万円（前年 9件、41百万円）。

工事発注状況は、件数は前年と同数ながら金額は前年を下回った。 

・ 日高管内の国・道・町発注公共工事の月中請負金額は、523百万円(北海道建設業信用保証㈱

の保証請負金額)。前年同月比 122百万円・19.0％ 下回ったものの、累計（4月～12月）で

は 29,269百万円、同比 9,101百万円・45.1％上回った。 

＊〔建設業〕 

・ 北海道生コンクリート工業組合がまとめた2013年4－12月の生コン出荷実績によると、

 全道は前年同期比 8％増加の 311万㎥、日高地域は 11万㎥で 37％の増加であった。 

・ 浦河町西舎の優駿の里公園多目的広場で交流施設となるセンターハウスの建築工事が

 進んでいる。施設は木造平屋建て延べ床面積 127.52平方㍍。新築主体工事を 1837万

 5千円で、電気設備工事を 115万 5千円で町内の業者が請負い、1月 16日までが工期。 

 町内産のトドマツ材を可能な限り使用している。建物完成後はさっそく冬のイベント

 や歩くスキーなどで活用される。 

＊〔建築確認申請〕 

・ 12月中受付建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 7件となった（前年 5件）。 
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＊〔木 材〕 

・ チップ材の出荷状況(広尾地区）は、数量が 624ｔ(前年 698ｔ)で前年比 11％の減少。

出荷金額は 9,428千円（同 10,432千円）で同比 10％の減少となった。 

 

＊〔製 材〕 

・ 建築材、プレカット用材等の受注にて稼動。 

  

 
 
 
 
 

＊〔卸売業〕 

・ 野菜の入荷は、本州産が 8割である。長ネギ、キャベツ、白菜、ニンジン等は昨年より 2～3

 割ほど高値で入荷している。道内産は 2 割で玉ねぎ、芋、長芋等が入荷している。果物につ

 いては、全般的に本州産であり、いちご、みかん等収穫量減少により、昨年より2～3割ほど

 高値で入荷している。 

＊〔小売業〕 

・ ｢ケーズデンキ静内パワフル館」が200㍍ほど浦河側に移転、店舗面積約1700平方㍍の

 新店舗をオープンした。隣には「サッポロドラッグストアー」、国道235号線向かいに

 は、「しまむら」が立地している。 

・ 灯油とガソリンの小売価格が上昇している。需要増に加え原油高と円安の影響がある。 

・ 新車月間登録台数(新冠～えりも地区)は、128 台で前年同月比 21 台の増加となっ 

た。累計(1～12 月)は 1,855 台で同比 173 台下回った。 

 

＊〔その他〕 

・ 今シーズンのコンブ漁業が過去に例のない大幅な減産となり、漁 業 経 営

 がひっ迫した状況となっていることを受け、浦河町は日高中央漁協が行う

 緊急融資 (コンブ不漁対策）への利子補給を行い、昆布漁業者の負担軽減

 を図る。事業対象期間は議会承認後から平成 26 年 3 月 31 日までに貸付さ

 れたもので、 12 月定例議会での債務負担行為補正の後、 26 年度新年度予

 算より予算計上する。  

・  日高振興局主催の「日高地域農業づくり懇談会」が 4 日、日高生産連で開

 かれ、日高の農業や農業改良普及センターの取組みを中心に、農業関係者

 や消費者・商工会団体代表などが出席し今後の在り方に つ い て 意 見 を 交

 えた。日高管内の販売農家人口は、現状で推移すると平成 22 年の 6,764

 人から 15 年後にはほぼ半数の 3,649 人まで減ると予想。  
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＊〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産件数は 0件(前年同月0件)。 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は 1件、1億2千万円（同0件）。 

＊〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は18件(前年同月25件)、負債総額25億8千万円(同89億1千万円)、倒

産件数は前月比、前年比とも 7件の減少となった。       （東京商工リサーチ） 

＊〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は750件(前年同月890件)、負債総額は 1,343億8千万円（同2,083億5

 千万円）となった。 

・ 東日本大震災関連倒産は19件で、震災発生後の累計は1,368件（1月10日現在）。 

                               （東京商工リサーチ） 

＊〔雇 用〕 

・ 12月の浦河地区の月間有効求人倍率は 0.92倍で前年比 0.11ポイント、前月比 0.03

ポイント上回った。有効求人数は 735人で前年比 101人増加、前月比で 9人の減少と

なった。有効求職者数は 803人で前年比 19人増加、前月比 32人の減少となった。全

道の月間有効求人倍率は 0.80倍で前年比 0.19ポイント増加、前月比 0.01ポイント

減少した。 

 

 

 

 

＊管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

 12／21 第 30回 ラジオ NIKKEI杯 2歳ステークス              （ＧⅢ） 

    ワンアンドオンリー号 (新冠町 株式会社ノースヒルズ 殿生産） 

＊新ひだか町(三石）生産の「ロードカナロア」号が、第 15 回香港スプリントにて、後

続に 5馬身の差をつけて圧勝した。日本産馬による海外 GⅠレース 2連覇は史上初の快

挙となった。このレースを最後に、引退し種牡馬となることが決まっている。年度代表

馬と最優秀短距離馬に選出された。 

＊日高振興局は 2013 年度特別交付税の 12 月分交付額を発表した。日高管内 7 町は 7 億

3400万 5千円で前年同月比 18.0％減だった。平取町、えりも町、新ひだか町はエゾシ

カなど有害鳥獣駆除の対策減に伴い大幅減。様似町は耐震診断など防災事業に対する交

付額増で同 11.5％増となった。各町の 12月交付額は次の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

倒産・雇用状況 

その他 

  

平  取  町  1億 7765万円    前年同月比 35.3％減 

日  高  町  1億 2692万 8千円 〃   22.2％減 

新  冠  町    4484万 5千円 〃    7.8％減 

新 ひ だ か 町  1億 6168万 3千円 〃   11.7％減 

浦  河  町    8908万 1千円 〃    2.2％増 

様  似  町    6283万 8千円 〃   11.5％増 

え り も 町      7098万円 〃   13.2％減 

日高管内 7町合計 7億 3400万 5千円 〃   18.0％減 

 

 



 

６ 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成25年12月現在)                     (単位：人) 

町 村 別 

人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 
前年同月

比 
前 月 比 

平 取 町 5,453 -114 -19 2,565 -41 -9 

日 高 町 13,055 -326 -36 6,432 -118 -20 

新 冠 町 5,774 23 -14 2,683 10 -15 

新 ひ だ か 町 24,740 -311 -1 12,176 -32 -9 

浦 河 町 13,512 -200 -14 6,934 -28 -1 

様 似 町 4,809 -174 -3 2,260 -49 -1 

え り も 町 5,204 -100 -3 2,153 3 2 

日高地区合計 72,547 -1,202 -90 35,203 -255 -53 

広 尾 町 7,610 -152 -19 3,496 5 -4 

大 樹 町 5,910 -26 -3 2,643 -12 -4 

日高･十勝地区合計 86,067 -1,380 -112 41,342 -262 -61 

札 幌 市 1,930,496 7,762 434 1,005,681 12,044 431 

江 別 市 120,805 -586 -5 54,988 359 -20 

石 狩 市 59,986 -478 -43 26,971 182 -1 

北 広 島 市 59,931 -345 6 26,502 173 17 

恵 庭 市 68,893 -294 3 31,060 83 -11 

千 歳 市 95,459 543 32 46,236 613 -11 

石狩地区合計 2,335,570 6,602 427 1,191,438 13,454 405 

苫 小 牧 市 174,469 30 -16 85,800 953 1 

厚 真 町 4,733 -65 -2 2,085 10 -1 

む か わ 町 9,212 -189 -44 4,463 -18 -45 

胆振地区合計 188,414 -224 -62 92,348 945 -45 

営業区域合計 2,610,051 4,998 253 1,325,128 14,137 299 

注:平取町、日高町、えりも町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。(資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成25年12月)                          （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 
前年同月比 前 月 比 

浦 河 全 道 浦 河 全 道 

月 間 有 効 求 人 数 735 69,823 15.93 19.57 -1.21 -8.21 

月間有効求職者数 803 87,734 2.42 -9.08 -3.83 -7.02 

月間有効求人倍率 0.92 0.80 0.11 0.19 0.03 -0.01 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成25年12月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 7 2 1 

(新ひだか町～広尾町) 25/4～25/12 累計 117 1  

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成25年12月)                       （単位：件、千万円） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 12 1 12 
建設業１件 千歳市 

う ち 新 冠 町 ～ え り も 町 0 0 0 0 

北 海 道 18 258 -7 -633   

全   国 750 13,438 -140 -7,397   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 



 

７ 

 

５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成25年12月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

124,249 1.96 0.78 52,020 -7.76 0.65 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 25年12月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 431 43.19 30.21 

交換金額 426 -35.94 -43.35 

不渡り手形枚数 27 ― -22.86 

不渡り手形金額 16 ― -20.00 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数（普通･小型乗用、軽自動車(軽トラ含む)） 

                                   （単位：台） 

町 名 
25年12月の 登 録 25／1月～25／12月迄の累計 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 27 17 13 241 28 

新ひだか町 50 7 -31 788 -183 

浦 河 町 30 -8 -18 475 19 

様 似 町 13 8 -2 176 -15 

え り も 町 8 -3 -7 175 -22 

合 計 128 21 -45 1,855 -173 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  12月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返したも

の(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 1.5 54.5 125.8 1.3 107.9 110.3 

広   尾 1.0 94.0 149.1 2.3 111.4 101.6 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

９ 各町の水道使用量（平成25年12月） 

                                            （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 97,090 -2.8 45,978 -1.5 143,068 -2.4 

新ひだか町三石 28,440 3.9 18,155 9.7 46,595 6.1 

浦 河 町 60,572 -2.3 27,027 -3.0 87,599 -2.5 

様 似 町 25,331 -4.0 12,968 1.6 38,299 -2.2 

え り も 町 25,930 -1.2 10,166 -5.3 36,096 -2.4 

広 尾 町 35,139 -7.4 14,711 -13.1 49,850 -9.1 

＊ 広尾町は25年11月分                             (資料出所：各町) 
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 日高振興局からのお知らせ 

日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくため、農業、林

業、水産業、商工業など幅広い分野で日高のすばらしさを紹介しています。今回は、水産関係

者の代表的な取り組みを紹介します。 

 

●日高管内漁業士会 

 地域漁業の振興にあたり、将来的に漁村地域の中核となり得る青年漁業者、また、漁村青少

年の育成などに指導的な役割を果たしている全道の各漁業者に対して、北海道知事より「北海

道漁業士」としての称号を付与しています。 

 現在、日高管内には１７名の漁業士がおり、日高管内漁業士会として、地域の活性化、漁業

の振興を目的に活動を行っています。 

 

 管内で同じ志のもと活動を行う日高地区漁協青年部、女性部と連携し、昨年は３連合同「日

高の浜からとどけ隊」として、地域イベントに参加しました。 

 

●日高管内の水産物をＰＲ 

 昨年の１０月１３日、日高町主催の『日高秋の味覚フェア』に参加し、地場水産物の販促活

動を行いました。管内の代表的な水産物であるツブをはじめ、タコやカニ、旬の秋鮭、また、

女性部が手がけた加工品など盛りだくさんの品数で、あいにくの天気にも関わらず大盛況とな

りました。開催地が山間部（道の駅 樹海ロード日高）ということもあって、水産物に注目が

集まり、中でも活ツブは大人気でした。 

 

  
賑わうイベント会場             消費者とふれ合う漁業士 

  

漁業士会としては、今回が初のイベント参加となりましたが、消費者の方と直接ふれ合い、

自分たちが採った水産物を売る喜びや楽しさを知ることができました。この盛り上がりを大切

に、次のイベントにも参加しようと全員はりきっており、新鮮な日高の浜の幸をお届けします

ので、皆さん、応援をよろしくお願いいたします。 

 

～問い合わせ先～  日高管内漁業士会事務局 

（日高振興局産業振興部水産課内）   TEL:0146-22-9321  
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※ 「東日本大震災」の義援金の取扱が延長されました！ 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成26年3月31日(月）まで 

◎ 寄 付 先  ： 日本赤十字社を通じて被災者の方々に配分されます。 

◎ 手 数 料  ： 無  料。 

◎ 受 取 書  ： 受取書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼人に送付されます。 

   

※ ひだかしんきん「住宅ローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利  最優遇金利 年0.95% (保証料は別途加算) 

◎ 取 扱 期 間  ： 平成25年4月1日(月）～平成26年3月31日（月） 

◎ 資 金 使 途  ： 住宅新築・購入・リフォーム・他行借換え・住宅に係る諸費用・保証料等。 

◎ 融 資 金 額  ： 資金使途、保証条件等により最大８，０００万円以内。 

◎ 間 融 資 期  ： １年以上最大35年以内（資金使途、建物の構造及び取扱保証会社等により期間が 

異なります）。 

◎      種 類  ： ①固定金利特約型（有担保  固定金利特約期間 ～３年 ５年 ７年 １０年 ） 

  ②変動金利無担保扱い ③全期間固定金利無担保扱い 

◎  返 済 方 法  ： 元金均等または元利均等返済方式。ご返済金額の 50％までボーナス併用返済可能。 

◎  保 証 人  ： 保証会社の保証を受けられる場合、原則保証人不要。場合により連帯保証人1名以上。 

※ ひだかしんきん「カーライフローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利 最優遇金利 年1.30％(保証料は別途加算） 
 
◎ 取 扱 期 間  ： 平成25年4月1日(月）～平成26年3月31日（月） 

◎ 資 金 使 途  ： 自家用車両のご購入、免許取得、車検、修理等の費用 

◎ 融 資 金 額  ： 500万円以内。 

◎ 融 資 期 間  ： 最長8年以内。お取扱保証会社により異なります。 

◎ 返 済 方 法  ： 毎月元利均等又は元金均等返済。ご融資額の 50％まで半年毎ボーナス併用償還も可能。 

◎ 保 証 料  ： ご融資時一括払い、お取引金利に加算する毎月払いをご選択いただけます。 

保証料率は保証会社の定めによる料率。 

◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「保証会社」等の保証が得られる方。 

 

※ 第17 回懸賞金付き定期預金〈New スーパーチャンス〉の発売について！ 
◎ 取 扱 開 始 : 平成25年12月2日(月)～平成26年3月31日(月) 

◎ 対 象 者 ： 個人のお客様のみです。当金庫に普通預金(貯蓄預金含)口座をお持ちの方とします。 

◎ 預 金 種 類 ： スーパー定期預金1年もの自動継続定期預金(証書式)とします。 

◎ お預入金額 ： 10万円以上1,000万円未満とします。 

◎ 税 金 ： 預金利息及び懸賞金から20.315%(国税15% 、復興特別所得税0.315％、地方税5％) 

  の税金が徴収されます。 

※第15回〈NEWスーパーチャンス〉の当選番号は各営業店窓口及び当金庫ホームページでご確認ください！ 

 

 
※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。 
 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4      ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」のATMが設置されております。 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

※店外ATMは、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

 

 

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2   

電話 (0146)22-4114 

FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 
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